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会場での鎌形さん 

行  事 開 催 日 

安全就業推進の集い ７月１５日（火）   第５地域主催 

地域班長会議 第２回 ７月１８日（金） 

第２回安全パトロール ７月１８日（金） 、 ７月２９日（火） 

入会説明会 
 （８月は休み） 

７月１６日（水） ・ 面接 ７月２３日（水） 
  研修会 8月 6日（水）  

理事会 第４回 ７月２５日（金）   （８月は休み） 

就業相談会 ７月２８日（月）        （８月は休み） 
公園・児童遊園維
持管理者会議 

リーダー会議 ７月２９日（火） 
  就業者会議 ８月２６日（火） 

踏切見守り 
ボランティア 

９月２１日（日）～３０日（火） 

 

第
４
回
定
時
総
会
は
、
６
月
18

日
午
後
こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

昨
年
度
の
監
査
、
事
業
報
告
と
、

決
算
説
明
に
続
き
、
補
助
金
や
消

費
税
と
事
務
費
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
質
疑
応
答
後
、
平
成
25
年
度

決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

澤
田
壽
弘
会
長
か
ら
は
、
今
年

度
も
「
組
織
の
活
性
化
」
を
重
点

課
題
に
取
り
組
み
、
来
年
度
は
、

４
月
に
地
域
班
長
、
６
月
に
理
事

の
改
選
期
に
当
た
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
を
念
頭
に
置
き
、
会
員
は

諸
々
の
事
業
活
動
に
積
極
的
に
参

画
し
て
ほ
し
い
と
の
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。 

来
賓
と
し
て
、
佐
々
木
順
一
西

東
京
市
議
会
議
長
と
鈴
木
利
枝
子

西
東
京
市
福
祉
部
長
が
ご
臨
席
さ

れ
ま
し
た
。
佐
々
木
議
長
は
ご
挨

拶
で
、
ま
た
丸
山
浩
一
西
東
を
い

第
４
回
定
時
総
会
を
開
催 

 
 
 
 
 
 
 

平
成
２５
年
度
決
算
を
承
認 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

常
務
理
事
・
事
務
局
長 

下
田 

雅
男 

た
だ
き
ま
し
た
。 

会
場
で
は
、
２
期
以
上
勤
め
ら
れ

た
役
員
と
班
長
の
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
澤
田
会
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
26

年
度
の
安
全
就
業
標
語
と
入
選
者

（
Ｓ
Ｎ
３
月
15
日
号
に
掲
載
）
を
紹

介
、
ま
た
自
転
車
の
事
故
防
止
の
た

め
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
自
転
車
は
車
の
仲
間
」

も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
の
出
席
者
は
537
名
、
委
任
状

と
議
決
権
行
使
書
を
合
わ
せ
て
953
名

で
、
会
員
数
1334
名
中
の
出
席
率
は
、

71.4
％
で
し
た
。 

役
員
表
彰 

丸
山
弘
明
氏
（
故
人
） 

宮
本
康
雄
氏
、
小
倉
典
子
氏 

 ごみゼロ運動ご参加ありがとうございました 
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５月３１日のごみ

ゼロ運動には当セン

ターから、 484 名

（36.2％）の会員に参

加していただきまし

た。ありがとうござい

ました。 

７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
！ 

 

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、
安
全
就
業
確
保
の
た
め
安
全

意
識
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

事
業
計
画
及
び
安
全
就
業
推
進
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

次
の
項
目
を
実
施
し
ま
す
。 

 一
、「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
の
ぼ
り
旗
掲
揚 

二
、
車
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
装
着
「
安
全
就
業
強
化
月
間
」 

三
、
安
全
チ
ラ
シ
３
種
類
（
転
倒
防
止
、
熱
中
症
予
防
、

交
通
事
故
防
止
）
の
配
布 

四
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
（
４
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
強
化
パ
ト
ロ
ー
ル
） 

 
 
 
 

（
安
全
管
理
委
員
会
） 

 

 

京
市
長
か
ら
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
、
そ
れ
ぞ
れ

ご
祝
辞
、
Ｓ
Ｃ
会
員
の

活
動
へ
の
感
謝
と
励

ま
し
の
お
言
葉 

福
森
秦
吾
氏
、
石
田
安
雄
氏 

班
長
表
彰 

鈴
木
忠
氏 
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５
月
の
定
例
理
事
会
で
は
、
定
時
総

会
付
議
事
項
ほ
か
総
会
に
関
す
る
こ

と
が
ら
が
諮
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
２５
年

度
の
決
算
書
類
、
総
会
当
日
の
準
備
な

ど
で
す
。
ま
た
、
大
河
原
、
白
瀬
両
氏

か
ら
監
事
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

以
下
に
、
５
・
６
月
の
理
事
会
報
告

を
ま
と
め
て
記
し
ま
す
。 

 一
、
平
成
２７
年
度
か
ら
の
３
か
年
計
画
策

定
を
決
め
ま
し
た
。（
前
述
） 

二
、
第
２
回
地
域
班
長
会
議
を
７
月
18
日 

（
金
）
に
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
幅

広
い
討
論
の
場
に
し
よ
う
と
、
班
長
さ

ん
方
の
活
発
な
発
言
を
期
待
し
て
い

ま
す
。 

三
、
市
報
等
配
布
業
務
就
業
者
の
集
合
研

修
会
は
５
月
に
２
回
に
分
け
て
実
施

さ
れ
、
対
象
会
員
275
名
中
244
名
（
約

90
％
）
が
出
席
し
、
皆
さ
ん
感
動
し

自
信
を
深
め
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
次
回

は
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
、
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。 

四
、
５
月
31
日
の
環
境
美
化
（
ご
み
ゼ

ロ
）
運
動
に
は
、
４８４
名
（
３６
・
２
％
）

の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
前

の
地
域
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
５２

名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
西

東
京
市
全
体
で
は
３７
団
体
、
５４４
名
が

協
力
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

26
年
度
第
１
回
地
域
班
長
会
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

５
月
１９
日
午
後
、
第
１
回
地
域
班
長
会
議

が
３６
名
班
長
全
員
と
、
理
事
、
監
事
、
事
務

局
、
計
５３
名
出
席
の
も
と
、
当
セ
ン
タ
ー
会

議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

下
田
常
務
理
事
よ
り
、
前
期
決
算
の
概
要

と
今
期
の
予
算
に
つ
い
て
の
説
明
、
堀
安
全

管
理
、
柳
沢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
簾
内
事
業
推

進
、
渡
邊
企
画
総
務
の
各
委
員
長
か
ら
、
本

年
度
の
方
針
な
ら
び
に
目
標
を
実
行
す
る
た

め
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
よ
り
良
い
班
活
動
に
向
け
て
」
を
テ
ー

マ
に
西
部
圏
域
・
平
田
班
長
、
中
部
圏
域
・

藤
田
班
長
、
南
部
圏
域
・
小
池
班
長
、
北
東

部
圏
域
・
海
老
班
長
が
各
ブ
ロ
ッ
ク
を
代
表

し
て
地
域
班
会
議
の
報
告
を
さ
れ
、
こ
の
発

表
を
皮
切
り
に
、
班
会
議
に
つ
い
て
の
活
発

な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
は
事
前
に
班
会
議
の
議
題
と
し
て

「
広
報
等
配
布
業
務
の
改
善
に
つ
い
て
」
を

取
り
あ
げ
、
検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
理
事

会
よ
り
要
望
し
た
こ
と
も
あ
り
、
樽
井
研
修

部
会
長
か
ら
の
説
明
で
当
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
市
報
配
布
業
務
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま

し
た
。 

各
班
長
か
ら
は
、
こ
の
会
議
の
記
録
を
と

る
べ
し
な
ど
、
建
設
的
な
提
案
、
要
望
等
多

種
多
様
な
意
見
も
あ
っ
て
、
予
定
時
間
を
オ

ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
白
熱
し
た
討
論
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 
 

（
総
務
部
会
） 

中
・長
期
計
画
に
つ
い
て 

 

 
 
 

次
期
は
「３
か
年
計
画
」の
策
定
を 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
26
年
５
月
・
６
月 

定
例
理
事
会
報
告 

 
 
 
 
 
 

開
催 

５
月
２８
日 

６
月
２７
日 

 

【
安
全
標
語
】 

就
業
前 

た
っ
た
５
分
の 

ス
ト
レ
ッ
チ 

（
木
村 

文
夫
） 

2 

現
行
の
中
・
長
期
計
画
は
平
成
17
年
に
決
め
ら
れ
、
22
年
に
見
直
し
を
し
て
、
今

期
が
そ
の
最
終
年
度
に
当
た
り
ま
す
。
そ
こ
で
次
期
以
降
に
つ
い
て
如
何
に
す
べ
き
か

を
検
討
し
て
き
た
結
果
「
３
か
年
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
内
容
的
に

は
当
セ
ン
タ
ー
の
身
の
丈
に
合
っ
た
実
現
可
能
な
計
画
を
立
て
、
毎
年
検
証
し
、
見
直

し
て
行
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

５
月
の
定
例
理
事
会
で
方
向
が
了
承
さ
れ
、
９
月
末
を
期
限
に
各
委
員
会
（
部
会
）

で
検
討
、
そ
の
後
の
策
定
作
業
を
経
て
、
来
年
早
々
に
理
事
会
で
決
定
す
る
予
定
で
す
。

計
画
策
定
に
当
た
っ
て
は
、会
員
の
皆
様
に
適
宜
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

 

五
、
職
群
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
と
就
業
者
会

議
の
大
ま
か
な
予
定
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
公
園
、
児
童
遊
園
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
編
成
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
を

７
月
下
旬
、
就
業
者
会
議
を
８
月
下
旬

に
実
施
し
ま
す
。 

 
 
 
 

学
校
関
係
（
施
設
管
理
そ
の
他
）
は

９
月
下
旬
に
、
自
転
車
関
係
（
放
置
自

転
車
整
理
指
導
ほ
か
）
に
つ
い
て
は
１０

月
下
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

六
、
就
業
斡
旋
の
シ
ス
テ
ム
化
（
セ
ン
タ

ー
へ
の
貢
献
度
な
ど
を
取
り
入
れ
た
ポ

イ
ン
ト
制
の
導
入
な
ど
）
に
つ
い
て
、

事
業
推
進
委
員
会
で
具
体
案
の
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

七
、
７
月
は
安
全
就
業
強
化
月
間
で
す
。

安
全
管
理
委
員
会
で
は
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
を
通
常
月
の
倍
に
し
て
、
多
く
の
就

業
先
を
巡
回
す
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
を
行
い
ま
す
。 

八
、
本
誌
「
シ
ル
バ
ー
西
東
京
」
を
綴
じ

る
た
め
の
フ
ァ
イ
ル
を
、
会
員
の
皆
様

に
近
々
お
届
け
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
お
知
ら
せ
な
ど
の
整
理
保
管
に
も

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 

（
広
報
部
会
） 
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相
撲
人
気
回
復
へ
の
期
待 

横
綱
鶴
竜
の
誕
生
や
新
鋭
遠
藤
フ
ィ
ー
バ

ー
で
、
夏
場
所
中
、
相
撲
人
気
が
戻
っ
て
き

た
よ
う
だ
。 

私
が
小
中
学
生
の
こ
ろ
、「
栃
若
の
水
入
り

優
勝
戦
」
や
「
柏
鵬
の
横
綱
決
戦
」
を
ラ
ジ

オ
や
白
黒
テ
レ
ビ
で
熱
中
、
興
奮
し
た
の
を

鮮
明
に
記
憶
し
て
い
る
。
国
技
館
へ
も
何
度

か
通
っ
て
観
戦
し
て
い
る
が
、
も
っ
と
人
気

の
向
上
を
願
い
、
私
の
独
善
的
な
提
案
を
述

べ
て
み
た
い
。 

一
、
力
士
の
体
格
向
上
に
伴
い
土
俵
が
狭
い
。

土
俵
を
も
っ
と
大
き
く
し
て
縦
横
無
尽
な
熱

戦
を
。 

二
、
土
俵
下
に
倒
れ
落
ち
れ
ば
怪
我
が
大
。

土
俵
の
外
周
を
広
く
し
て
落
ち
る
の
を
少
な

く
し
て
土
俵
際
の
熱
戦
を
。 

                                  

                 

【 

安
全
標
語 

】 

安
全
を 

家
族
が
願
う 

行
き
帰
り 

 

声 

（ 

こ 

え 

） 
  

ウ
ク
レ
レ
！ 

 

子
育
て
が
終
わ
り
両
親
の
介
護
も
終

わ
っ
た
時
ぽ
っ
か
り
と
空
白
が
で
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
何
か
し
な
く
て
は

と
・
・
・
楽
器
を
弾
い
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
歳
で
も
簡
単
に
弾
け
る

も
の
！
こ
れ
が
ウ
ク
レ
レ
と
の
出
会
い

で
し
た
。 

 

ウ
ク
レ
レ
の
発
祥
地
は
い
ろ
い
ろ
な

説
が
あ
り
ま
す
が
、
1

8

7

9
年
8

月

23
日
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
移
民
船
に

よ
っ
て
ハ
ワ
イ
に
持
ち
込
ま
れ
た
楽

器
、
右
手
の
動
き
が
蚤
（u

k
u

）
が
は

ね

て

（le
le

）

い

る

よ

う

な

の

で

u
k

u
le

le

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。
そ
し
て
そ
の
日
が
ウ
ク
レ

レ
の
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

始
め
て
2
～
3
年
は
や
る
気
満
々
、

次
々
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
が
弾
け
る
よ
う
に

な
り
自
分
で
言
う
の
も
な
ん
で
す
が
メ

キ
メ
キ
上
達
し
ま
し
た
。 

 

唄
っ
て
弾
い
て
は
も
う
楽
し
く
て
！

ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
に
白
パ
ン
ツ
、
ウ
ク
レ

レ
片
手
に
ち
ょ
っ
と
ス
タ
ー
に
で
も
な

っ
た
ル
ン
ル
ン
気
分
で
す
。
（
灰
田
勝

彦
？
フ
ル
～
イ
） 

 

で
も
始
め
て
５
年
位
か
ら
同
じ
事
の

繰
り
返
し
に
ち
ょ
っ
と
不
満
、
そ
れ
か

ら
は
ち
ー
っ
と
も
上
達
し
ま
せ
ん
。
そ

う
だ
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
弾
き
た
い
。
ソ

ロ
が
弾
け
れ
ば
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

か
、
そ
う
だ
、
ウ
ク
レ
レ
ソ
ロ
！
ウ
ク

田無駅南口の左手、線路沿いにある、モダ

ンな３階建てビルが遊技場「ミカド」です。

風見リーダーを含め１２名の会員が２名ず

つ３交代で、朝９時３０分から夜１１時まで

駐輪場の管理をしています。 

この施設は駐輪場が屋上のため、１階の会

員が来場者から自転車を預かり、番号札を付

け、エレベーターに乗せ、３階の会員がこれ

を屋上に整然と並べていきます。 

１日約８０～１３０台を受け渡しており

ますが、開店時と夕方及び夜１０時以降は特

に混雑します。 

訪問した日は晴天で、トランシーバーを使

い手際良く受け渡しをしておりましたが、雨

天、猛暑、厳寒の日、特に大雪の日には、置

き場のスペースを考えながら何日もかけて

除雪、強風の日は、並べた自転車が一度に何

十台も倒れる等ご苦労される事も多いよう

です。 

職場も４年目に入りお店の方からは、ねぎ

らいの言葉や、感謝のメッセージカードを届

けてくださるなど大変気を使っていただい

ているとのことです。 

勝ち負けのゲームを楽しむ遊技場のため、

会員の皆さんは、近隣の方々や来場者一人ひ

とりに心のこもった対応を心掛けながら就

業しています。（広報部会 古屋記） 

 

三 

力
士
は
見
苦
し
い
包
帯
等
は
取
り
外

し
、
鍛
え
た
美
し
い
姿
で
土
俵
に
上
が
っ
て

欲
し
い
。 

以
上
を
提
案
し
ま
す
。
外
国
人
を
は
じ
め

力
士
の
体
格
が
飛
躍
的
に
大
き
く
な
っ
た
の

に
旧
態
依
然
と
し
て
狭
い
土
俵
で
は
突
き
押

し
が
主
流
、
瞬
時
に
勝
負
が
つ
く
の
も
致
し

方
な
い
。
プ
ロ
野
球
が
球
場
を
広
く
し
た
よ

う
に
、
相
撲
界
も
土
俵
や
土
俵
上
を
拡
大
し

て
長
時
間
の
熱
戦
相
撲
の
創
出
に
努
力
し
、

観
客
を
喜
ば
せ
て
欲
し
い
も
の
だ
。
な
お
、

力
士
の
怪
我
防
止
対
策
に
は
万
全
を
図
る
こ

と
も
必
要
で
あ
る
。（
２００
キ
ロ
の
力
士
が
土
俵

下
に
落
ち
れ
ば
怪
我
は
付
き
物
、
マ
ッ
ト
等

を
敷
く
の
も
一
つ
の
方
策
で
は
。
ケ
イ
コ
だ

け
で
怪
我
を
防
止
で
き
る
も
の
で
は
な
い
） 

以
上
、
古
来
伝
統
大
相
撲
の
更
な
る
発
展

を
願
い
、
想
い
を
簡
記
し
ま
し
た
。
さ
て
シ

ル
バ
ー
の
皆
様
、
相
撲
フ
ァ
ン
の
ご
諸
兄
は

如
何
お
思
い
で
し
ょ
う
か
。 

（ 

理
事 

小
松 

啓 

） 

ね
ん
り
ん 

  

第

128
号 

  

【職場訪問】遊技場「ミカド」 

3 

 

レ
レ
ソ
ロ
を
弾
い
て
み
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
今
の
教
室
で
は

ソ
ロ
は
教
え
て
い
ま
せ
ん
。
仕
方
が
な
い

の
で
ち
ょ
っ
～
と
一
休
み
。
心
新
た
に
今

度
は
ソ
ロ
に
挑
戦
で
～
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
保
谷
町 

横
澤
亜
子
） 

 

 

午後の交代時に一緒にワンショット  

（午後の交代時のワンショット） 

 

第
１４
回 

秋
の
市
民
文
化
祭 

 
 

 
 

 
 

 

展
示
作
品
を
募
集 

 

今
年
も
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
市
民
文
化
祭
の
「
展
示
の
部
」
と
「
カ

ラ
オ
ケ
の
部
」
に
参
加
し
ま
す
。 

「
展
示
の
部
」
の
開
催
日
は
10
月
25
・

26
・
28
の
３
日
間
、
会
場
は
柳
沢
公
民

館
の
ロ
ビ
ー
及
び
視
聴
覚
室
で
す
。 

 

詳
細
と
申
込
書
な
ど
は
９
月
に
配
布

し
ま
す
。 

 

「
カ
ラ
オ
ケ
の
部
」
は
10
月
28
日
（
火
） 

こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
総
務
部
会
） 
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事 業 実 施 状 況 

平成２６年 
4 月分 

受託件数 
就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 48  25,560,545 65.7 103.7 男 64.8 

民間事業等 320  13,330,102 34.3 88.5 女 68.3 

合 計 368 893 38,890,647 100.0 97.9 計 66.0 

平成２６年 

5月分 
受託件数 

就業 
実人員 

契約金額  就業率 
（％） 合計 比率 前年同月比（％） 

公共事業 49  25,577,444 60.0 96.5 男 64.6 

民間事業等 479  17,049,690 40.0 96.1 女 69.3 

合 計 528 891 42,627,134 100.0 96.4 計 66.1 

 

会  

員  

総  

数 

男 

性 
 

 
 

九
〇
一
名 

女 

性 
 

 
 

四
四
一
名 

合 

計 
 

一
、
三
四
二
名 

（
６
月
27
日
現
在
） 

配
分
金
の
振
込
み
日
は 

６
月
就
業
分 

７
月
15
日
（
火
） 

７
月
就
業
分 

８
月
15
日
（
金
） 

８
月
就
業
分 

９
月
16
日
（
火
） 

 
 

７
月
28
日
（
月
）（
８
月
は
休
み
） 

 
 

 
 
 

13
時
半
か
ら
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催 

 
 
 
 

 

※

予

約

制  

ご
希
望
の
方
は
事
前
に
セ
ン
タ
ー 

 

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。 

就業相談会 

4 

 

 

 

シニアのためのパソコン教室 
＊平成 26年８－９月講座日程＊ 

講 座 名 開 催 日 申込期限 シニアのためのパソコン教室 

入門講座  8月1･8･22･29日午前4回 7 月 22 日 

活用講座 8月1･8･22･2９日午後 10 日前 

ﾜｰﾄﾞ初級 8月5･12･19･26日午前4回 7 月 25 日 

ｴｸｾﾙ初級 8月5･12･19･26日午後4回 7 月 25 日 

実用講座 8 月 21 日、9月 18日各午後 10 日前 

よろず相談室 8 月 21 日、9月 18日各午前 10 日前 

無料講座 9 月 4日（木）午後 1 時～ 8 月 25 日 

入門講座 9月5･12･19･26日午前4回 8 月 26 日 

活用講座  9月5･12･19･26日午後 10 日前 

ﾜｰﾄﾞ中級 9月2･9･16･30日午前4回 8 月 22 日 

ｴｸｾﾙ中級 9月2･9･16･30日午後4回 8 月 22 日 

４月から「実用講座」と「よろず相談室」（有料）を開講しております。  

詳細はシルバー人材センターパソコン班へお問い合わせください 

市
報
等
配
布
就
業
者
研
修
会
報
告 

  

５
月
20
日
・
27
日
の
２
回
に
分
け
て
、
市
報

等
配
布
就
業
者
を
対
象
に
研
修
会
が
市
役
所
４

階
の
研
修
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

25
年
度
に
、
市
報
配
布
事
業
改
善
特
別
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
を
重
ね
、
更
に
３
月
の

地
域
班
会
議
の
主
要
テ
ー
マ
と
し
て
も
取
り
上

げ
、
議
論
を
重
ね
、
そ
の
対
策
の
一
環
と
し
て

集
合
研
修
会
開
催
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。 

こ
の
事
業
は
、
西
東
京
市
の
全
市
民
を
対
象

と
し
た
大
事
な
事
業
で
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
含
め
、
そ
の
思
い
を
共
有
す
る
た
め
の
研
修

会
で
し
た
。
終
了
後
、
質
疑
応
答
・
議
論
等
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

会
場
が
満
員
と
な
り
、
出
席
率
が
90
％
で
、
市

報
配
布
業
務
の
意
識
の
高
ま
り
を
感
じ
ま
し

た
。 

 

（
研
修
部
会
長 

樽
井 

秀
夫
） 

自
転
車
走
行
の
マ
ナ
ー 

 
 

 

私
は
、
家
具
リ
サ
イ
ク
ル
班
に
就
業
し
て

お
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
全
市
内
を
家
具
の
引
き

取
り
や
配
達
で
回
っ
て
お
り
ま
す
。
朝
９
時

か
ら
夕
方
４
時
ま
で
運
転
及
び
助
手
を
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
車
か
ら
み
た
自
転
車
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま

す
。 信

号
無
視
は
若
い
マ
マ
に
多
く
見
ら
れ
、

横
断
歩
道
の
信
号
が
赤
に
な
っ
て
も
平
気

で
突
っ
込
ん
で
き
ま
す
。
そ
ん
な
に
無
理
し

な
い
で
安
全
第
一
に
！ 

小
中
学
生
は
、
信
号
の
な
い
交
差
点
や
裏

道
等
を
、
周
り
も
見
な
い
で
ス
ピ
ー
ド
を
落

と
さ
ず
に
直
進
、
右
折
、
左
折
、
斜
め
横
断

な
ど
、
目
の
前
を
横
切
ら
れ
る
時
は
車
を
運

転
し
て
い
て
本
当
に
ヒ
ヤ
リ
と
し
ま
す
。 

高
齢
者
（
自
分
も
含
め
）
の
方
に
多
い
の

は
、
広
い
道
路
で
の
自
転
車
の
自
由
勝
手
な

走
行
で
す
。
車
が
来
よ
う
と
関
係
な
し
に
車

の
前
を
突
然
横
断
・
・
・
・
。 

や
め
て
欲
し
い
本
当
に
危
な
い
乗
り
方

で
す
！ 

つ
い
最
近
、
警
視
庁
が
自
転
車
の
安
全
マ

ナ
ー
に
つ
い
て
都
の
広
報
に
掲
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
１
０
０
％
安
全
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
走
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。
自
転
車
に
は

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
焦
ら
ず
、
心
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
安
全
に
心
掛
け
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。 

（
安
全
管
理
委
員
会 

安
部 

仙
之
助
） 

 
 

フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
ま
す 

  

会
員
の
皆
様
に
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
配
布

物
を
整
理
保
存
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
フ
ァ

イ
ル
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

26
年
５
月
に
刷
新
し
た
「
シ
ル
バ
ー
西
東

京
」（
本
誌
）
を
は
じ
め
、
シ
ル
バ
ー
保
険
の

ご
案
内
、
当
セ
ン
タ
ー
の
保
存
版
チ
ラ
シ
な

ど
の
ほ
か
、
重
要
な
書
類
を
散
逸
し
な
い
よ

う
フ
ァ
イ
ル
し
、
必
要
に
応
じ
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
７
月
下
旬
ま
で
に
班
長
を
通
じ
て

配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

熱心な議論が展開された会場風景 


